
対象 種類 費用 実施時期など

35歳以上
男性
女性

郵送ピロリ菌検査

無料
毎年度11月～翌1月で1回
・自宅に届く案内から両方に申し込める。
・ピロリ菌検査は加入期間中に1回のみ。郵送大腸がん検診

全ての年齢
女性

乳がん検診
費用補助
上限 10,000円 毎年度４月～翌２月で各検診１回ずつ

・自分で医療機関に申し込みをする。
※乳がん検診のみ集合型検診もあり。
・申請時に領収書を添付する。
・保険証は使用しない。
・人間ドッグのオプションでも申請できる。

子宮頸がん検診
費用補助
上限 6,000円

40歳以上
男性

前立腺がん検査
費用補助
上限 3,000円

がん検診 を受けよう

お問い合わせは 京都健康推進室0120-81-6570  東京健康推進室0120-81-3433

約10～20年

約1～2年

2センチ
1センチ

日本人は２人に１人ががんと診断され、４人に１人が亡くなっています。
がんは１センチ大から検査で発見できるようになります。
早期のがん(２センチ未満のがん）を見つけるには、

１～２年ごとに検診を受けることが大切です。

SG健保 大腸がん ・ ・ ・ 罹患者数206人(2023年度)

２０２５年度前期で亡くなった方は４人（うち全員大腸がん検診は未受診）

2023年度SG健保
部位別がん罹患者数

大腸がんは早期に
発見できれば
治るがんです！

● 早期の大腸がんは自覚症状がないことがほとんど。

● 大腸がん検診（便潜血検査）では、
大腸がんやポリープの早期発見が可能です。

● ポリープは放置して大きくなると約７割はがんになります。

検診で早期発見して治療することにより、
大腸がんで亡くなることを防ぐことができます

◆ がんは早期発見・早期治療が大切！

◆ 健保で郵送大腸がん検診を受けよう

◆ SG健保のがん検診（被保険者向け） クリックしても、保健事業
一覧ページへ飛べます！☞

https://www.kenpo.gr.jp/sgh/contents/03hoken/jigyou/index.html
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